
 

 

 

令和７年 

第１４回福岡県教育委員会会議（臨時会）会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時   令和７年７月３０日（水） 

開会 １４時００分   閉会 １４時３７分 

 

場 所   福岡県庁４階 教育委員会会議室 
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【議事等】 

１ 議事 

  第２８号議案 市町村立学校教職員の人事について 

  第２９号議案 保有個人情報部分開示決定に係る審査請求に対する裁決について 

 

２ 協議 

（１） 令和７年度教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及 

び評価（令和６年度対象）の実施について 

 

【内 容】 

１ 出席者 

  教育長：寺崎雅巳 

委 員 ：木下比奈子、堤康博、久保竜二、松浦賢長、西田久美 

 

２ 欠席者 

  なし 

 

３ 出席職員 

理事兼教育総務部長 田中直喜、教育振興部長 日髙吉三郎、副理事兼総務企画課長 

綾部耕士、副理事兼教職員課長 中嶋健一、総務企画課教育政策推進室長 赤間寛人 

外 

 

４ 傍聴者等数 

  なし 

 

５ 議事録 

【寺崎教育長】 

定足数に達しておりますので、ただ今から第１４回教育委員会会議臨時会を開催し

ます。 

本日の案件につきましては、お手元の画面に表示しているとおりです。審議に入る前

に、非公開発議の有無を確認します。本日の案件の中で、非公開で審議することが適当

なものはないでしょうか。 

 

＜ 松 浦 委 員 が 挙 手 ＞ 

 

【松浦委員】 
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はい。第２８号議案につきましては人事に関する案件、第２９号議案につきましては

個人情報に関する案件ですので、「非公開」とする発議をいたします。 

 

【寺崎教育長】 

ただいま、松浦委員から「非公開」の発議がありましたので採決したいと思います。

「非公開」とすることに賛成の方は挙手願います。 

   

＜ 全 員 が 挙 手 ＞ 

 

【寺崎教育長】  

賛成全員でございます。第２８号議案及び第２９号議案につきましては「非公開」に

て審議することといたします。以上で非公開発議の確認を終わります。 

よって、本日の会議は、公開にて協議（１）を審議した後、非公開にて第２８号議案

及び第２９号議案を審議いたします。 

それでは、協議（１）「令和７年度教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状

況についての点検及び評価（令和６年度対象）の実施について」を赤間教育政策推進室

長、お願いします。 

 

○協議（１） 令和７年度教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての

点検及び評価（令和６年度対象）の実施について 

【赤間教育政策推進室長】 

 協議（１）令和７年度教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての

点検及び評価（令和６年度対象）の実施についてでございます。 

 

＜  赤間教育政策推進室長が資料に沿って説明  ＞ 

 

【赤間教育政策推進室長】 

   説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

   【寺崎教育長】 

御意見や御質問等はありませんか。 

 

【西田委員】 

 資料６ページの施策番号１２の指標に、科学技術系人材の育成の高校生科学技術コ

ンテストの受験者数について、令和４年度から毎年６０人程度減っておりますが、何か

理由があるのでしょうか。 
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【古島高校教育課長】 

 具体的な原因は把握しておりませんが、今後も科学技術に関心を持った受験者数が

増加できるように努めてまいります。 

 

【西田委員】 

 分かりました。 

 

【寺崎教育長】 

 他にございませんか。 

 

【堤委員】 

 資料１ページ、点検及び評価の方法並びに評価の観点における指標の達成状況につ

いて、目標値に向けての状況を４段階の基準で評価されておりますが、〇（白丸）とな

るための具体的な目標達成割合はありますか。 

また、○（白丸）の基準で「順調に推移している」とありますが、「順調に推移」と

は、年々目標値に近づいているという解釈でよろしいでしょうか。例えば、先ほど西田

委員がおっしゃっていた資料６ページの施策番号１２のように高校生科学技術コンテ

ストの受験者数は下がっているにも関わらず、○（白丸）という達成状況になっており

ますがどのような根拠でしょうか。 

 

【赤間教育政策推進室長】 

 目標値の設定により評価方法が異なるため一概には言えませんが、基本的には目標

値に対し８割以上は○（白丸）としており、△（白三角）は７割以上８割未満、７割未

満の場合は▲（黒三角）で評価しております。 

 先ほど西田委員から御質問のあった施策番号１２の受験者数については、単年度で

見た場合、目標値の８割以上を達成しているので○（白丸）という評価となっておりま

す。 

 

【堤委員】 

 施策番号１２の受験者数は単年度で見るということでしたが、同じように単年度で

評価する場合は「推移」という表現ではないということでしょうか。 

 

【赤間教育政策推進室長】 

 単年度の場合は推移ではなく、当該目標値に対しての割合によって評価されており

ます。 
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【堤委員】 

 分かりました。 

   

【寺崎教育長】 

他にございませんか。 

 

＜  な し  ＞ 

 

【寺崎教育長】 

特にないようですので、本案件については、終了いたします。 

 

＜  以降非公開審議となった  ＞ 

 

○第２８号議案 市町村立学校教職員の人事について 

市町村立学校教職員の人事について、審議の結果、原案のとおり可決した。 

 

○第２９号議案 保有個人情報部分開示決定に係る審査請求に対する裁決について 

 保有個人情報部分開示決定に係る審査請求に対する裁決について、審議の結果、原案の

とおり可決した。 

 

（１４：３７） 

 


